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平成21年11月20日

「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」について

１．趣旨

「できるだけダムにたよらない治水」への政策転換を進めるとの考え

に基づき、今後の治水対策について検討を行う際に必要となる、幅広い

治水対策案の立案手法、新たな評価軸及び総合的な評価の考え方等を検

討するとともに、さらにこれらを踏まえて今後の治水理念を構築し、提

言する。

２．主な検討事項

（１）幅広い治水対策案の立案手法

（２）新たな評価軸の検討

（３）総合的な評価の考え方の整理

（４）今後の治水理念の構築

３．委員

別紙のとおり。なお、座長は、必要があると認めるときは、委員以外

の者に対し、会議に出席してその意見を述べる又は説明を行うことを求

めることができる。

４．第１回会議

日 時 12月３日（木）18：00～20：00（予定）

場 所 中央合同庁舎３号館10階共用Ｂ会議室

その他 ○会議については傍聴不可、カメラ撮りは冒頭のみとしま

す。

○会議終了後、会議の模様を説明します（会見）

○議事要旨を、後日、ホームページ上で公開します。

５．スケジュール

平成21年秋 有識者会議発足

平成22年夏頃 有識者会議中間とりまとめ（上記２．(1)～(3)）

引き続き、有識者会議で討議

平成23年夏頃 有識者会議提言

＜問合せ先＞ とまり

河川局 河川計画課 河川計画調整室長 泊 宏

代表 03(5253)8111 内線 35361

直通 03(5253)8445
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（別紙）

「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」委員

宇野 尚雄 岐阜大学名誉教授

三本木 健治 明海大学名誉教授

鈴木 雅一 東京大学大学院農学生命科学研究科教授

田中 淳 東京大学大学院情報学環
総合防災情報研究センター長・教授

辻本 哲郎 名古屋大学大学院工学研究科教授

◎中川 博次 京都大学名誉教授

道上 正䂓 鳥取大学名誉教授

森田 朗 東京大学公共政策大学院教授

山田 正 中央大学理工学部教授

◎：座長（予定）
（敬称略、五十音順）


